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須恵町の総合情報誌

消防出初式が勇壮に挙行

学習環境実態調査(第4回 )

社会教育委員会からの提言
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……… 13

……… 23

2　月

3　月

●対象　　　平成１８年度にアザレアホール須恵・

　　　　　　カルチャーセンターを定期的に利

　　　　　　用したい人

●日時　　　２月２３日 (木 )　１９：３０～

●場所　　　アザレアホール須恵　３階大会議室

●必要書類　アザレアホール窓口に置いています

　　　　　　（平成１７年度に定期利用をされた

　　　　　　人には書類を郵送しています )

　　　　　　提出締め切り：２月１５日(水 )

●提出･問合せ先　社会教育課(アザレアホール須恵内)

　　　　　　☎９３４－００３０

●日　時　　　3月4日(土)

　　　　　　　開場13:30～　開演14:00～

●会　場　　　アザレアホール須恵

●入場料　　　前売　大人1,500円　こども1,000円

　　　　　　　当日　大人2,000円　こども1,500円

●プログラム
　　　（予定）

１.KBCラジオ｢ばってんのふ　 

　 れあい天国」公開生放送

３.かつき奈々歌謡ショー

２.お笑い肥後にわか

４.ばってん荒川歌謡ショー

１８日（土）タンポポ保育園発表会

１９日（日）博多第二幼稚園発表会

２６日（日）音響ミュージック華カラオケ発表会

アザレアホール・カルチャーセンター

定期利用者会議のお知らせ

お知らせ
　アザレアホール須恵館内１階のホワイエ（ロ

ビー）部分を常設の作品発表の場として無料で

開放いたします。

　開放期間は、原則として１回につき２週間と

します。詳しくは、アザレアホール須恵内社会

教育課へお尋ねください。

KBCラジオ公開生放送

“ばってん荒川お笑い肥後にわか”＆歌謡ショー

●日　時　3月21日(祝)

　　　　　① 開場9:30～　 開演10:00～

　　　　　② 開場13:30～　開演14:00～

●会　場　アザレアホール須恵

●入場料　前売　大人500円　こども300円

　　　　　当日　大人700円　こども500円

アザレアロードショー

「オペラ座の怪人」

　４日（土）KBCラジオ公開生放送

　　　　　　　“ばってんのふれあい天国”    

　　　　　　　“ばってん荒川お笑い肥後にわか”＆

　　　　　　歌謡ショー

２１日（祝）アザレアロードショー｢オペラ座の怪人｣

　　　　　　①10:00～　②14:00～

２９日（水）人権学習映画会｢あした天気になーれ｣

　　　　　　①14:00～　②18:00～

3322

　１月８日、アザレアホール須恵で、成人式が行われた。

　色鮮やかな振袖や、真新しいスーツに身を包んだ新成人

（358人）が、２０歳の門出を祝った。

●  CONTENTS未来を担う若人が20歳の門出

ばってん荒川 かつき奈々
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任
期
満
了
に
伴
う
助
役
の
選
任
人

事
が
、
12
月
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
、

現
助
役
の
庄
野 

稔
尋
氏
が
賛
成
全
員

で
選
任
さ
れ
、
引
き
続
き
務
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

任
期
＝
４
年
間
（
平
成
18
年
４
月
１

日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
）

新
成
人
一
人
ひ
と
り
が
胸
に
抱
く
希

望
や
理
想
は
、
こ
れ
ら
を
打
開
す
る

力
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
私
た
ち
は
、
後
輩
の
模

範
と
な
り
、
須
恵
町
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

勇
往
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方

か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
を
し
っ
か
り

と
胸
に
刻
み
、
時
に
は
優
し
く
、
時

に
は
厳
し
く
育
て
て
く
れ
た
両
親
を

は
じ
め
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
恩
師
並
び
に
地
域
の
方
々

に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
ま
だ
ま
だ

未
熟
な
私
た
ち
を
引
き
続
き
ご
指
導

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
、

本
日
の
お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
平
成
18
年
１
月
８
日

　
　
成
人
者
代
表
　
吉
松 

智
美

　
本
日
、
私
た
ち
新
成
人 

３
５
８

名
は
、
ご
来
賓
多
数
の
ご
臨
席
の
も

と
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
式
典
を
挙

行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
成
人
に
な
る
と
、
社
会
に
お
い
て

様
々
な
権
利
が
与
え
ら
れ
る
と
共
に

責
任
が
伴
い
ま
す
。
私
た
ち
、
新
成

人
者
は
、
今
日
と
い
う
日
を
、
新
た

な
出
発
点
と
し
、
大
人
と
し
て
の
責

任
と
義
務
を
肝
に
銘
じ
、
皆
様
の
期

待
に
反
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
世
間
で
は
、
犯
罪
の
低
年

齢
化
や
長
期
的
な
不
景
気
、
民
間
人

を
巻
き
込
ん
だ
テ
ロ
事
件
な
ど
、
信

じ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
連
日
の
よ
う

に
マ
ス･

メ
デ
ィ
ア
等
で
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
世
代
に
し
て
も
、
ニ
ー
ト
・

フ
リ
ー
タ
ー
現
象
と
呼
ば
れ
る
、
就

業
意
識
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
、「
対

人
関
係
能
力
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
」
と
い
っ
た
、
社
会
生

活
を
形
成
す
る
上
で
最
も
重
要
な
「
人

と
つ
な
が
る
力
」
の
不
足
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
の
な
か
で
向
き
合
う
苦
労
や
困
難

は
、
少
な
か
ら
ず
並
大
抵
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
式

典
に
参
列
し
た
仲
間
を
は
じ
め
、
20

年
間
多
く
の
友
人
と
泣
き
、
笑
い
、

励
ま
し
あ
っ
た
思
い
出
、
そ
し
て
、

　
そ
し
て
、
町
民
憲
章
朗
読
（
川

平
幸
恵
さ
ん
・
大
島
原
区
）、
町

長
の
式
辞
、
宣
誓
（
宇
都
宮
周

作
さ
ん
・
山
の
神
区
）、
町
議
会

議
長
の
祝
辞
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
の
記
念
品
の
贈
呈
（
御

手
洗
宏
樹
さ
ん
・
甲
植
木
区
）、

成
人
代
表
者
謝
辞
（
吉
松
智
美

さ
ん
・
須
恵
区
）
な
ど
が
厳
粛

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
か
ら
町
に
寄

贈
さ
れ
た
記
念
樹
「
ロ
ド
レ
イ
ア
」

の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
記
念
撮
影

や
級
友
た
ち
と
の
久
し
ぶ
り
の

再
会
で
、
な
ご
や
か
な
歓
談
の

ひ
と
時
を
会
場
内
外
で
過
ご
し

な
が
ら
、
記
念
す
べ
き
は
た
ち

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
１
月
９
日
は
成
人
の
日
。
本

町
で
は
、
は
た
ち
の
門
出
を
祝

う
「
成
人
式
」
が
１
月
８
日
（
日
）

に
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
３
５

８
人
が
新
成
人
と
な
り
、
大
人

社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
、
昭
和
60

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た

ち
で
す
。

　
式
典
は
、
色
鮮
や
か
な
振
袖

や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
な
ど
に
身

を
包
ん
だ
新
成
人
と
、
多
数
の

来
賓
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式
が
勇
壮
に
挙
行

12
月
定
例
議
会
　
人
事

 

「
助
役
の
選
任
」

選挙管理委員会から記念品を贈呈される
御手洗宏樹さん(甲植木区)

会場の様子人員・服装・機械器具の点検風景

消防庁長官表彰を
受けた皆さん

成人代表者謝辞を行う吉松智美さん(須恵区)

町民憲章を朗読する川平幸恵さん(大島原区)

　
新
春
恒
例
の
、
平
成
18
年
須
恵

町
消
防
出
初
式
が
１
月
８
日
（
日
）

に
、
健
康
広
場
で
吉
松
安
雄
団
長
以

下
１
５
０
人
の
団
員
と
多
数
の
来
賓

が
出
席
し
て
、
勇
壮
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
式
典
は
、
国
旗
と
団
旗
を
先
頭
に
、

団
員
、
車
両
の
分
列
行
進
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
嶋
町
長
た
ち
に

よ
る
観
閲
や
、
各
分
団
か
ら
選
ば
れ

た
団
員
た
ち
に
よ
る
、
整
然
と
し
た

力
強
い
小
隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
あ
と
、
分
団
別
に
ハ
ッ
ピ
姿

で
整
列
し
た
団
員
を
前
に
、
中
嶋
町

長
の
式
辞
や
吉
松
団
長
の
訓
示
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
優
良
団
員
表

彰
や
永
年
勤
続
表
彰
、
そ
し
て
消
防

関
係
者
や
来
賓
か
ら
団
員
た
ち
の
献

身
的
な
消
防
活
動
に
対
す
る
、
感
謝

や
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
歴
代
消
防
団
団
長
会
会

長
で
あ
る
平
野
稔
氏
の
音
頭
で
、
参

列
者
全
員
が
万
歳
三
唱
を
し
て
、
こ

の
日
の
式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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5回シリーズ

第4回

　
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
学
齢
期

の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
た
め
に
、

平
成
17
年
５
月
、
町
内
の
小
学
校
３
〜

６
年
生
の
児
童
４
５
９
人
、
中
学
校
１

〜
３
年
生
の
生
徒
３
４
９
人
を
対
象
に
「
学

習
環
境
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
学
習
環
境
の
姿
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん
な
で

育
て
る
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心
よ
り
期

待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

子どもの学習環境の現実の
姿をご存知ですか?

う
ち
の
子
　
よ
そ
の
子

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
で
考
え
　
み
ん
な
で
育
て
よ
う

子
ど
も
の
現
実
「
学
習
環
境
実
態
調
査
」
か
ら

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
読
み
方

　
実
態
調
査
は
、
子
ど
も
た
ち
に
質
問

内
容
を
示
し
た
後
、「
自
分
の
思
っ
て
い

る
こ
と
に
一
番
近
い
も
の
を
ア
、
イ
、

ウ
・
・
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
」

な
ど
の
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
学
年
ご
と
に

集
計
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
、

学
年
ま
た
は
小
、
中
学
校
ご
と
の
子
ど

も
の
現
実
（
特
徴
や
傾
向
、
問
題
点
な
ど
）

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
な
が
ら
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
「
こ
れ
か
ら
の
よ
り
良

い
子
ど
も
の
育
て
方
」
を
考
え
て
い
た

だ
く
た
め
の
質
問
「
Ｑ
」
も
設
定
し
て

み
ま
し
た
。

　
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
家
庭
で
は
、

親
子
一
緒
に
話
し
合
わ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
隣
近
所
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
で
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育

て
る
」
方
法
に
つ
い
て
立
ち
話
し
で
も

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問
⑩
　
あ
な
た
は
、
家
で
ど
ん
な
手
伝

　
　
　
　
い
を
し
ま
す
か
。
い
つ
も
決
ま
っ

　
　
　
　
て
し
て
い
る
も
の
を
書
い
て
く

　
　
　
　
だ
さ
い
。
ま
た
、
手
伝
い
の
時

　
　
　
　
間
は
、
全
部
で
ど
の
く
ら
い
で

　
　
　
　
す
か
。

　
ア
　
し
な
い

　
イ
　
10
分

　
ウ
　
20
分

　
エ
　
30
分

　
オ
　
40
分

　
カ
　
50
分
以
上

　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
手
伝
い
を
「
し
な
い
」
児

童
が
約
２
割
い
ま
す
。
手
伝
い
の
時
間
は
、

ど
の
学
年
も
５
割
近
く
の
児
童
が
10
〜
20

分
間
で
、
そ
の
内
容
は
風
呂
掃
除
が
一
番

多
く
、
洗
濯
物
た
た
み
な
ど
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
、
手
伝
い
を
「
し
な
い
」
生

徒
が
４
割
近
く
も
い
ま
す
。
30
分
以
上
手

伝
う
生
徒
は
２
割
以
下
で
、
部
活
動
で
帰

宅
が
遅
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
グ
ラ
フ
に
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

中
学
生
の
手
伝
い
の
内
容
は
男
女
で
異
な
り
、

男
子
は
風
呂
掃
除
や
犬
の
散
歩
な
ど
で
、

女
子
は
食
事
の
準
備
・
後
片
付
け
、
洗
濯
・

洗
濯
物
た
た
み
な
ど
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
生
間
で
は
、
部
活
動
や
学
習
塾

な
ど
、
放
課
後
の
生
活
時
間
帯
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
手
伝
い
の
時
間
に
も
差
が
生

じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
家
族
の
一
員
と
し
て
の
所
属
感
や
連
帯

感
を
も
た
せ
る
た
め
に
も
、
家
族
に
貢
献

す
る
場
や
感
謝
す
る
場
を
持
た
せ
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
特
に
小
学
校
高
学
年
以
上
の
子
ど
も
た

ち
は
、
家
庭
科
で
実
習
し
た
こ
と
を
、
家

庭
生
活
の
中
で
実
体
験
さ
せ
る
場
を
作
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　「
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
家
族
が
助

　
　
か
り
、
家
族
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
」

　
　
を
親
子
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

質
問
⑪
　
あ
な
た
は
、「
お
こ
づ
か
い
」
を
、

　
　
　
　
一
か
月
に
ど
れ
く
ら
い
も
ら
っ

　
　
　
　
て
（
使
っ
て
）
い
ま
す
か
。

　
ア
　
も
ら
っ
て
な
い

　
イ
　
５
０
０
円

　
ウ
　
１
０
０
０
円

　
エ
　
１
５
０
０
円

　
オ
　
２
０
０
０
円

　
カ
　
２
５
０
０
円

　
キ
　
３
０
０
０
円

　　
　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
３
割
強
の
児
童
が
も
ら
っ

て
お
ら
ず
、
５
割
の
児
童
が
５
０
０
円
〜

１
０
０
０
円
、
残
り
の
２
割
が
１
５
０
０

円
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
高
学
年
で
は
３

０
０
０
円
以
上
が
５
％
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
、
一
年
生
の
３
人
に
１
人
、

二
・
三
年
生
の
６
人
に
１
人
が
も
ら
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
・
二
年
生
の
半
数
、
三
年

生
の
２
割
が
１
０
０
０
円
〜
２
０
０
０
円
、

二
・
三
年
生
の
２
割
は
３
０
０
０
円
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
塾
へ

の
交
通
費
や
軽
食
に
も
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
小
・
中
学
生
共
通
し
て
、
使
途
に
つ
い

て
の
調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
金

銭
教
育
の
面
か
ら
も
「
お
小
遣
い
帳
」
に

記
入
さ
せ
る
な
ど
、
有
効
で
適
切
な
使
い

方
を
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
特
に
、「
も
ら
っ
て
な
い
」
と
「
３
０
０

０
円
以
上
」
の
子
ど
も
の
間
で
の
金
銭
の

貸
借
や
、
高
価
な
買
い
物
・
所
持
品
な
ど

に
つ
い
て
は
、
保
護
者
と
教
師
の
連
携
し

た
適
切
な
指
導
が
必
要
で
し
ょ
う
。

Ｑ
　
保
護
者
は
お
金
（
給
料
な
ど
）
を
手

　
　
に
い
れ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
働

　
　
き
を
し
て
い
る
の
か
、
仕
事
の
き
つ

　
　
さ
や
喜
び
な
ど
を
、
お
子
さ
ん
に
話

　
　
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

質
問
⑫
　
あ
な
た
は
、
心
配
ご
と
や
悩
み
 

　
　
　
　
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
誰
に
相

　
　
　
　
談
し
ま
す
か
。

　　
ア
　
母
　
　
　
　
イ
　
父

　
ウ
　
姉
　
　
　
　
エ
　
兄

　
オ
　
先
生
　
　
　
カ
　
友
達

　
キ
　
そ
の
他
　

　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
学
年
・
男
女
を
問
わ
ず
、

半
数
が
母
親
に
相
談
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
友
達
、
父
親
、
兄
・
姉
の
順
で
、

先
生
に
相
談
す
る
児
童
は
三
年
生
の
13
％

を
除
く
と
４
％
〜
１
％
と
極
端
に
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
、
学
年
が
進
行
す
る
に
つ
れ

て
相
談
相
手
が
母
親
か
ら
友
達
へ
と
替
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
先
生
に
つ
い
て
も
３
％
〜
１
％

と
ほ
と
ん
ど
の
先
生
が
相
談
相
手
に
さ
れ

て
い
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　
教
師
は
、
こ
の
現
実
を
ど
う
と
ら
え
、

思
春
期
・
進
路
選
択
期
に
あ
る
生
徒
と
の

信
頼
関
係
を
ど
う
築
い
て
い
く
か
な
ど
、「
専

門
職
」
と
し
て
真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
生
共
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

は
一
日
の
生
活
の
半
分
近
く
を
学
校
で
過

ご
し
ま
す
。
学
習
の
こ
と
や
友
達
関
係
、

身
体
的
な
成
長
・
発
達
、
進
路
選
択
な
ど
、

様
々
な
課
題
や
悩
み
に
遭
遇
す
る
子
ど
も

た
ち
に
対
し
て
、
親
や
教
師
の
助
言
や
支

援
な
ど
の
役
割
は
重
大
で
す
。

　「
多
忙
」
を
理
由
に
子
ど
も
か
ら
目
と
心

を
離
す
こ
と
な
く
、
厳
し
く
も
優
し
く
、

真
の
愛
情
に
満
ち
た
接
し
方
に
努
め
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
⑬
　
あ
な
た
の
将
来
の
「
ゆ
め
」
や

　
　
　
「
希
望
」
は
な
ん
で
す
か
。
ま
た
、

　
　
　
　
そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。

風呂掃除の手伝いをする子ども
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いろいろな【環境ラベル】！

ラベル 名称・目的など

質問　⑩
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

無答

質問　⑪
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

無答

質問　⑫
中3年

中2年

中1年

小6年

小5年

小4年

小3年

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア

イ

ウ

エ

オ

カ

キ

無答

　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
ど
の
学
年
も
「
ス
ポ
ー
ツ

選
手
」
に
な
る
こ
と
が
最
も
多
く
、
中
で
も
、

男
子
は
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
の
順
、
女
子
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ダ

ン
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
職
業
と
し
て
は
、
中

学
生
で
は
ペ
ッ
ト
店
や
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
、
ケ
ー
キ
・
パ
ン
屋
、
花
屋
な
ど
身

近
な
も
の
が
多
く
、
高
学
年
に
な
る
に
つ

れ
て
保
育
士
、
医
師
、
警
察
官
、
消
防
士
、

美
容
師
な
ど
、
公
的
な
資
格
が
必
要
な
職

業
を
希
望
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
中
学
生
男
子
は
、
ど
の
学
年
も
「
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
」
が
最
も
多
く
、
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。
職
業
と
し
て
は
医
師
、

教
諭
、
弁
護
士
、
消
防
士
、
海
上
保
安
官
、

気
象
予
報
士
、
調
理
師
な
ど
、
女
子
は
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
希
望
は
な
く
、
保
育
士
・

看
護
士
、
美
容
師
、
パ
テ
ィ
シ
ェ
、
獣
医
、

教
諭
、
漫
画
家
、
声
優
、
Ｄ
Ｊ
な
ど
を
挙

げ
て
い
て
、
男
女
の
特
性
が
生
か
せ
る
よ

う
な
専
門
的
・
個
性
的
な
職
業
が
目
立
ち

ま
す
。

　
小
・
中
学
生
共
通
し
て
、
男
子
は
「
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
」
が
圧
倒
的
に
多
く
、

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
個
性
を
生
か
し
た

専
門
的
な
職
業
へ
「
夢
」
が
膨
ら
ん
で
い

ま
す
。

Ｑ
　
希
望
す
る
職
業
に
就
く
に
は
ど
ん
な

　
　
資
格
が
必
要
で
、
そ
れ
は
ど
う
し
た

　
　
ら
取
得
で
き
る
か
、
家
族
で
話
し
合
っ

　
　
て
み
ま
し
ょ
う
。

質
問
⑭
　
あ
な
た
が
、
家
の
人
に
お
願
い

　
　
　
　
し
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
　
コ
メ
ン
ト

　
小
学
生
は
、
ど
の
学
年
も
「
小
遣
い
を

増
や
し
て
」
が
最
も
多
く
、
次
に
遊
び
道

具
を
求
め
る
声
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
親
子
一
緒
に
過
ご
す
時
間
や

家
族
団
ら
ん
の
場
を
求
め
る
姿
も
う
か
が

え
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
学
年
に
な
る
に
つ

れ
て
、
食
事
や
喫
煙
な
ど
健
康
に
関
す
る

こ
と
や
、
両
親
の
人
間
関
係
の
改
善
を
求

め
る
声
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
中
学
生
は
、
小
学
生
同
様
「
小
遣
い
を

増
や
し
て
」
が
最
も
多
く
、
次
に
「
携
帯

電
話
を
買
っ
て
」
な
ど
で
す
。
進
路
選
択
・

決
定
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
親
と
の
意
見

交
換
が
か
な
ら
ず
し
も
円
滑
に
い
っ
て
い

な
い
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
思
春
期
・
受
験
期
に
あ
っ
て
、
感
受
性

や
自
己
主
張
が
一
層
高
ま
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
彼
ら
の
心
理
的
特
性
を
周
囲
（
家

族
）
が
よ
く
理
解
し
、
適
切
な
助
言
や
支

援
に
心
が
け
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
し
ょ

う
。

　
小
・
中
学
生
共
通
し
て
、「
小
遣
い
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
小
学
生
は
家
族
の
人
間
関
係
の

改
善
要
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
囲
（
大
人
）
が
学
齢
期
の
子
ど
も
の

姿
（
身
体
的
・
精
神
的
な
発
達
や
変
調
な

ど
）
を
的
確
に
把
握
・
理
解
し
、
何
で
も

相
談
で
き
る
家
庭
、
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ

た
適
切
な
助
言
や
支
援
が
で
き
る
親
と
な

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
こ
と
わ
り
：

　
質
問
⑮
「
先
生
や
学
校
に
お
願
い
し
た

　
い
こ
と
は
何
で
す
か
。」
は
次
号
に
掲
載

　
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

－子どもの現実「学習環境実態調査」から

シリーズ 「なるほど共育」 第8回

見
つ
け
よ
う
環
境
ラ
ベ
ル

環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
選
び
ま
せ
ん
か
？

環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
選
び
ま
せ
ん
か
？

　
も
の
を
新
し
く
買
い
そ
ろ
え
る
と
き
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
選
ん

で
購
入
し
ま
せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
時
、
目
安
に
な
る
の
が
、
環
境
ラ
ベ
ル
で
す
。
環
境
ラ
ベ
ル
と

は
、
製
品
を
提
供
す
る
企
業
が
、
そ
の
製
品
の
環
境
的
な
情
報
を
開
示
す
る

た
め
の
マ
ー
ク
で
す
。

※
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
に
よ
り
、【
環
境
ラ
ベ
ル
】
は
、
三
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
、

タ
イ
プ
Ⅰ
『
環
境
の
分
野
ご
と
に
認
定
基
準
を
設
定
し
、
第
三
者
の
審
査
機
関

が
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
判
定
し
付
与
す
る
も
の･

･
･

第
三
者
認
証
型
』
や
、

タ
イ
プ
Ⅱ
『
製
造
者
団
体
な
ど
が
、
独
自
の
基
準
を
設
け
、
そ
の
基
準
を
満
た

し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
つ
け
る
も
の･

･
･

自
己
宣
言
型
』
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ち
な
み
に
、
表
中
の
エ
コ
マ
ー
ク
は
タ
イ
プ
Ⅰ
で
、
そ
の
他
は
、
タ
イ
プ

Ⅱ
と
な
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｓ
Ｏ
【
国
際
標
準
化
機
構
】・
・
・
様
々
な
製
品
の
国
際
的
な
標
準
化
規
格

を
定
め
て
い
る
組
織
。

エコマーク･ ･ ･ライフサイクル（商品の資源採
取から廃棄・リサイクルまで）全体を考慮して、
環境保全に役立つものとして認定された商品に
表示される。

制度開始１９８９年

省エネラベリング制度 ･ ･ ･エアコン・テレビ・
冷蔵庫などの家電品で省エネ基準を達成してい
るかどうかを表示する。
●橙色(左側 )：省エネ基準の達成率100％未満の製品
●緑色(右側 )：省エネ基準の達成率100％以上の製品

制度開始２０００年

国際エネルギースタープログラム ･ ･ ･待機時の
消費電力に関する基準を満たすパソコンなどのオ
フィス機器に表示され、アメリカ・日本などで、
協力して実施している。

制度開始１９９５年

ＰＣグリーンラベル･ ･ ･環境に十分配慮した設計・
製造などの基準を満たしているパソコンに表示さ
れる。

制度開始２００１年

再生紙使用マーク ･ ･ ･紙の中に含まれる古紙の
割合を表示するもので、Ｒの横の数字が古紙の配
合率となっている。

制度開始１９９５年

グリーンマーク ･ ･ ･トイレットペーパーやコピ
ー用紙などで、原料に古紙を規定の割合以上利用
している製品に表示される。

　　　　　　　　制度開始１９８１年

ＰＥＴボトルリサイクル推奨マーク ･ ･ ･ペット
ボトルのリサイクル品を使用した、衣料・家庭用
品・文房具などの商品に表示される。

制度開始１９９５年

牛乳パック再利用マーク ･ ･ ･使用済み牛乳パッ
クを原料として使用したトイレットペーパー・紙
トレーなどの商品に表示される。

制度開始１９９２年

環境・エネルギー優良建築物マーク表示制度･ ･ ･
室内環境水準を確保し、一定水準以上の省エネル
ギー性能を有する建築物に表示される。店舗、宿
泊施設等を利用する際の選択肢としても生かされ
ます。

　制度開始１９９９年

間伐材マーク ･ ･ ･間伐材を用いた、床・壁板、
テーブル、イスなどの製品に表示される。
　　　　　　　　　　　　　　　　

制度開始２００１年

低排出ガス車認定 (平成１７年基
準 )･ ･自動車の排出ガス低減レベ
ルを示すもの。

制度開始２００３年

自動車の燃費性能の評価及び公表に関
する実施要領 ･ ･自動車の燃費性能を
示すもので、省エネ法の燃費基準を達
成しているものと基準を５％以上上回
る燃費性能を有するものに表示される

制度開始２００４年
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まちの話題
Spor t s

まちの話題
あれこれ

長谷川遥香さん　香月美希さん　

　　　　  税の作文で表彰

読書の感動を文章で表現
　第５１回青少年読書感想文全国コンクール（全国学校図書

館協議会など主催）の福岡県内最終審査がこのほど発表され、

本町から次の生徒や児童のみなさんが入選に輝きました。

　このコンクールは、子どもたちが本に親しむことにより、

読書の楽しさやすばらしさを体験させ、読書の習慣化を図る

ことなどを目的に行われているものです。

　今回の審査には、県内から２,８９４編の応募がありました。

その中から２３１編の特選と入選が決まりました。

　本町の入選者は次のとおりです（敬称略・順不同）。

●小学校高学年の部

　松尾梨沙（第一小・５年）

●中学校の部

　山本明子（東中・２年）・小山田衣里（須恵中・２年）・　

　鶴羽美希（須恵中・２年）

　第１８回　ザ・卓球ＩＮすえが１２月４日（日）に、町立

卓球場で行われました。

　大会には、日ごろの練習の成果を試そうと分館や愛好会、中・

高生など９０人が参加しました。

　大会結果は次のとおりです。

●大会結果

　優　勝　須恵中Ｄ　準優勝　須恵中Ａ

　３　位　新原・さわやかＡ

杉の子文庫のクリスマス会
　須恵区児童図書館「杉の子文庫」で、１２月１０日（土）

にクリスマス会が行われました。

　約８０人が参加して行われた会は、たくさん本を読んだ人

の表彰や歌のお姉さんのクリスマスソング、本の読み聞かせ、

工作（キャンドルスタンド）などをして楽しく過ごしました。

最後は、サンタクロースからのプレゼントもありました。

　また、同文庫の布絵本の会は、同月２０日（火）に行われ

た東幼稚園のクリスマス会に参加しました。ここで、歌の絵

本やマッチ売りの少女などの手づくり布絵本４作と手づくり

お手玉を寄贈しました。

熱戦！ザ・卓球INすえ

　税について、日ごろ思っていることや考えていること、体

験したことなどを作文にする「第４４回　税に関する高校生

の作文」で、県立須恵高校の長谷川遥香さん（佐谷区・高１）

と香月美希さん（篠栗町・高１）が表彰を受けられました。

　この、税に関する高校生の作文は、昭和３７年から国税庁

などが取り組み、全国の高校から募集しているものです。福

岡国税局管内からは２５，３０２作品の応募が、香椎税務署

管内からは１ ,３２３作品の応募がありました。長谷川さん

は町長賞、香月さんは香椎税務署長賞を受賞しました。

　１２月８日（木）に、役場町長室で伝達式が行われ、中嶋

町長と香椎税務署副署長から、表彰状と記念品が授与されま

した。

須恵ビート女子　７年連続優勝
　第４５回粕屋地区ミニバスケットボール秋季大会が、１０

月１６日（日）・２３日（日）に須恵第二小学校で行われまし

た。

　この大会に、須恵ビート女子（田中修博監督）が出場して

７年連続の優勝を勝ち取りました。

　また、同チームは、１０月２９日（日）・３０日（日）に宗

像市民体育館で行われた、第３１回中部地区ミニバスケットボー

ル秋季選手権大会に粕屋地区の代表チームとして出場して、

２年ぶり３度目の優勝をおさめました。

団
体･

個
人
で
大
活
躍
!!
（
須
恵
剣
友
会
）

　
第
１
回
巌
流
杯
親
善
少
年
剣
道

大
会
が
、
12
月
18
日
（
日
）
に

行
橋
市
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
に
、
須
恵
剣
友
会
が

出
場
し
て
小
学
１
・
２
年
生
の
部

と
小
学
５
・
６
年
生
の
部
の
各
団

体
戦
で
、
強
豪
チ
ー
ム
を
圧
勝
し

て
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
福
岡
県
や
大
分
県
な

ど
か
ら
74
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

● 

優
勝
チ
ー
ム
選
手
（
敬
称
略
）

○ 

小
学
１
・
２
年
生
の
部

　 

先
鋒
　
黒
川
大
樹
（
小
２
）

　 

次
鋒
　
河
村
真
希
（
小
２
）

　 

中
堅
　
黒
川
雄
平
（
小
２
）

　 

副
将
　
吉
田
尚
史
（
小
２
）

　 

大
将
　
黒
川
皓
平
（
小
２
）

○ 

小
学
５
・
６
年
生
の
部

　 

先
鋒
　
百
田
尚
生
（
小
５
）

　 

次
鋒
　
小
林
大
輝
（
小
６
）

　 

中
堅
　
伊
東
聖
弘
（
小
６
）

　 

副
将
　
大
塚
章
雅
（
小
６
）

 

　
大
将
　
諸
石
浩
明
（
小
６
）

　
第
４
回
福
岡
県
道
場
連
盟
少
年

少
女
学
年
別
選
手
権
大
会
が
、
12

月
３
日
（
土
）
に
行
橋
市
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
、
須
恵
剣
友
会
の

日
高
姉
妹
が
大
健
闘
。
お
姉
さ
ん

の
榛
花
さ
ん
が
小
学
３
年
生
女
子

の
部
で
、
妹
の
楓
花
さ
ん
が
小
学

１
年
生
女
子
の
部
で
、
と
も
に
準

優
勝
の
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

強
豪
チ
ー
ム
を
圧
勝
!!

日
高
姉
妹
が
大
健
闘
!!

左から長谷川さん・香月さん

左が楓花さん　右が榛花さん
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( )３月企画展 月 曜 休 館
入 館 無 料 確定申告のご案内確定申告のご案内

確定申告と納税はお早めに確定申告と納税はお早めに

　早い提出・早い還付　早い提出・早い還付
　平成１７年分の、所得税の確定申告に関する

税務署での相談や申告の受け付けは「２月１６日」

からですが、還付を受けるための申告は１月か

ら受け付けています。

　還付を受けるための、申告書を早めに提出す

ると税金の還付も早くなります。３月になると、

大勢の人が申告されるため、還付金の支払いま

でに１か月から２か月程度かかることがあります。

　なお、申告書は郵送などでも受け付けています。

還付申告相談は集中還付申告センターで

●期間　　　２月１日（水）～３月１５日（水）

　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

●受付時間　９：３０～１５：３０

●場所　　　大同生命ビル６階会議室

　　　　　　（中央区西中洲１２－３３）

●問合せ先　香椎税務署  ☎６６１－１０３１

　確定申告の時期が近づいてきました。

　所得税・贈与税・個人事業者の消費税および地

方消費税に関する、税務署窓口での相談や申告書

の受け付けは次のとおりです。

●所得税の確定申告

　２月１６日（木）～３月１５日（水）

●贈与税の申告　

　２月１日（水）～３月１５日（水）

●個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告

　１月４日（水）～３月３１日（金）

　税務署の閉庁日（土・日曜日、

祝日など）は、相談や申告書

の受け付けは行なっていませ

んのでご注意ください。

　ただし、今年の確定申告期間中は、福岡市内の

税務署（博多署・香椎署・福岡署・西福岡署）で

は平日（月曜日～金曜日）以外にも、２月１９日

と２月２６日の日曜日に限り、確定申告の相談・

申告書の受け付けを行います。

　なお、この２日間は混雑が予想されます。あら

かじめご了承ください。

　これ以外の閉庁日（土・日曜日、祝日など）で

も、申告書は郵送または税務署の時間外収受箱に、

投かんすることにより提出することができます。

　確定申告でお分かりにならない点がありました

ら、税務署などの相談会場で申告書を作成される

人のために、記載方法などのアドバイスを行なっ

ていますので、申告に必要な書類などを準備して

相談を受けてください。

　例年、３月に入りますと、税務署などの窓口は

大変混み合います。早めに申告書の提出をお願い

します。

　確定申告期間中は、税務署の駐車場が利用で

きませんので、最寄りの公共交通機関をご利用

ください。

天神
地下鉄

渡
辺
通
り

那
珂
川

大
同
生
命
ビ
ル

　
　
　
　(

集
中
還
付
申
告
セ
ン
タ
ー)

西
鉄

岩
田
屋

大
牟
田
線

福
岡

市
役
所

会場案内図

２ 月 の 企 画 展

　３月の久我記念美術館は、１日から８日までは、須恵第三小学校６年

生児童たちによる「卒業記念作品展（s t e p　b y　s t e p）」を、

１１日から２６日までは、筑紫野市で水彩画教室を主宰するなどして活

躍されている岩下　豊さんとそのグループによる、「岩下ゆたかの世界

と仲間たち展」を開催します。

　展示は児童たちの作品が約６０点、岩下さんたちの作品が約５０点で

す。学びの成果と豊かな感性が、それぞれ館内いっぱいに広がります。

　展示会の開催にあたって６年生の担任の永井しより先生と、岩下 豊

さんからメッセージが寄せられましたので紹介します。

永井先生のメッセージ

山下　哲郎　展
２月４日（土）～２６日（日）
（月曜休館・入場無料）

　「２年間、子どもたちは丹精込めて絵に取り組んできました。自分が描
きたい世界、より豊かな表現を求めてきました。描きたい素材を探し、
何度も何度も書き直し、重なりを考えて、構図を練りにねって下書きを
行いました。
　彩色では、描きたい情景を表現できる配色や、筆のタッチに悩みなが
ら描きました。休日も返上して取り組みました。その中で、“マネマネ大
作戦”という友達のよさを取り入れる学び方を身につけ、「ひとりで悩ま
ない。友達の力を借りましょう!」ということも学びました。
　これから、困難にぶつかったときに、誰かに助けを求め力強く生きて
いく力の土壌となってほしいと願っています。ぜひご来場ください。

岩下さんのメッセージ

●と　き　　３月１２日（日）１４：００～
●奏　者　　王　克強　[二胡]　上杉裕美　[ピアノ]
●演奏曲　　マイハートウィルゴーン（タイタニックのテーマ）、
　　　　　　さとうきび畑など

●入場料　　大人　１、０００円　（当日券１、２００円）
●問合せ先　久我記念美術館　コンサート実行委員会
　　　　　　☎９３２－４９８７

胡弓とピアノのコンサート胡弓とピアノのコンサート胡弓とピアノのコンサート胡弓とピアノのコンサート

　「春の展示会。この季節には花を描いた作品
が多いといいですよね。また音楽が聞こえて
くるような展示会もいいですよね。花は今年
の制作テーマです。水彩画・ペーパースクリ
ーン版画・油絵・（金属、木、布）を使ったオリジナル作品。CGイラス
トも表現のひとつになりました。モザイクタイルのように色を置いてい
く。水の流れの中に色を置いていく。その時を楽しむように。そのとき
だけのおもいと色づかい。やってみないとわからない表現を楽しみなが
ら描いていく。過去の時間と未来の時間との構成。決して、奇抜ではな
い、心落ち着く、ほっとする作品を創りたい。南南西の風が吹き抜ける
ように暖かく、心ひろく、自由な目で、作品をご覧下さい。」

須
恵
第
三
小
学
校
６
年
生
児
童
に
よ
る
作
品
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ユ
ズ　

（
二
月
の
木
）

ユ
ズ　

（
二
月
の
木
）

森
林
木
の
譚

森
林
木
の
譚

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

   

は
な
し

も
り　
　
　

の　
　
　

き　
　
　
　
　

   

は
な
し

考
古
学

考
古
学

楽楽しし
いい

10

花
開
く
仏
教
文
化
（
平
安
時
代
）

仏
像
の
見
か
た

　「家庭教育」を基本とした新たな「地域づくり」の

視点にたった生涯学習の在り方について、4人の社会教

育委員さんから提言がなされましたのでご紹介します。

　
佐
谷
の
仏
像
を
紹
介
す
る
前
に
、

そ
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
触
れ
ま

す
。

　
仏
像
は
大
き
く
４
つ
に
分
か
れ

ま
す
。

①
如
来
…
真
実
を
悟
っ
た
、
最
高

位
の
ほ
と
け
で
す
。
衣
を
身
に
つ

け
て
い
る
の
み
で
、
一
切
の
装
身

具
は
あ
り
ま
せ
ん
（
釈
迦
如
来
、

大
日
如
来
、
薬
師
如
来
、
阿
弥
陀

如
来
な
ど
）。

②
菩
薩
…
悟
り
を
求
め
て
、
修
行

し
な
が
ら
人
々
を
救
う
ほ
と
け
で

す
。
釈
迦
が
如
来
に
な
る
前
の
姿
、

す
な
わ
ち
古
代
イ
ン
ド
の
貴
族
の

姿
で
表
現
さ
れ
ま
す
（
観
音
菩
薩
、

弥
勒
菩
薩
、
地
蔵
菩
薩
な
ど
）。

③
明
王
…
如
来
の
教
え
に
従
わ
な

い
も
の
を
、
懲
ら
し
め
る
ほ
と
け

で
す
。
全
身
に
怒
り
を
表
し
た
姿

で
表
現
さ
れ
ま
す
（
不
動
明
王
な

ど
）。

④
天
部
…
古
代
イ
ン
ド
で
崇
拝
さ

れ
て
い
た
神
々
で
、
そ
の
後
仏
教

に
取
り
入
れ
ら
れ
、
仏
教
を
守
る

も
の
を
指
し
ま
す
（
四
天
王
、
金

剛
力
士
、
弁
財
天
、
吉
祥
天
な
ど
）。

　
以
上
が
大
き
な
分
類
で
す
が
、

髪
型
、
顔
の
パ
ー
ツ
、
手
足
、
着

衣
、
持
ち
物
、
製
作
技
法
な
ど
に

よ
り
、
さ
ら
に
細
か
く
分
か
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
啓
）

　
桃
栗
三
年
柿
八
年
、
梅
は
す
ゆ

う
て
十
三
年
、
ユ
ズ
の
オ
オ
バ
カ

十
八
年
と
い
う
言
い
回
し
が
あ
り

ま
す
。

　
ユ
ズ
は
、
オ
オ
バ
カ
と
い
う
有

難
く
な
い
称
号
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
さ
に
あ
ら
ず
、
柚
子
胡
椒

や
柚
子
の
酢
を
使
っ
て
鍋
物
な
ど
、

ま
た
冬
至
の
風
呂
に
入
れ

て
柚
子
湯
を
沸
か
し
た
り

し
ま
す
。

　
柚
子
は
、
ミ
カ
ン
科
の

木
で
す
。
皮
の
香
り
が
よ

く
、
表
皮
の
青
い
部
分
を

細
か
く
お
ろ
し
た
も
の
と
、

青
胡
椒
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

大
分
県
大
山
町
の
柚
子
胡

椒
は
絶
品
で
、
鍋
料
理
な

ど
の
香
辛
料
と
し
て
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
柚
子
胡
椒
は
、

青
み
の
強
い
、
い
わ
ゆ
る

青
柚
子
の
と
き
に
作
り
ま

す
が
、
柚
子
の
果
汁
を
使
う
と
き

は
黄
色
に
熟
れ
た
黄
柚
子
を
使
い

ま
す
。
強
い
柑
橘
系
の
香
り
が
好

ま
れ
る
も
の
で
す
。

　
柚
子
の
香
気
に
包
ま
れ
、
体
の

芯
ま
で
温
ま
る
「
冬
至
湯
」
は
、

江
戸
時
代
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
万
病
に
効
く
と
さ
れ
る
一
方
で
、

菖
蒲
湯
な
ど
と
同
じ
く
、
人
々
に

新
た
な
パ
ワ
ー
を
付
け
る
「
み
そ

ぎ
」
と
も
な
る
。
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
夏
の
菖
蒲
湯
も
独
特
の
香
気
が

あ
り
ま
す
が
、
柚
子
湯
も
同
じ
で

す
。

　
我
が
家
で
も
、
柚
子
湯
を
沸
か

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柑
橘
の
爽

や
か
な
香
り
が
す
る
、
い
つ
も
と

違
う
風
呂
に
つ
か
れ
ば
、
気
分
は

確
か
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◆

　
珍
し
い
木
・
想
い
出
の
木
・
不

思
議
な
木
・
植
物
好
き
・
花
好
き

な
ど
木
に
ま
つ
わ
る
お
も
し
ろ
い

話
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎
９
３
２
・
６
３
１
２

向こう三軒両隣
～住みよい地域づくりを目指して～

社会教育委員会からの提言

　
世
の
中
の
歯
車
が
お
か
し
な
回
転
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
人
の
命
が
大
変
軽
く
扱
わ
れ
る
事
件
が

相
次
い
で
お
き
て
い
ま
す
。
し
か
も
年
齢

や
性
別
を
問
わ
ず
に
犠
牲
者
が
出
る
こ
と

は
困
っ
た
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
、
町
で
は

一
斉
放
送
や
巡
回
指
導
、
行
政
区
で
は
見

守
り
隊
の
編
成
、
児
童
生
徒
に
は
防
犯
ブ

ザ
ー
を
身
に
つ
け
る
な
ど
の
対
応
策
が
採

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
身
の
安
全
を
守
る
こ

と
が
こ
ん
な
に
難
し
い
も
の
だ
っ
た
の
か

と
腹
立
た
し
く
な
り
ま
す
。

　
交
差
点
で
の
登
校
指
導
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
か
ら
も
、
あ
い
さ
つ
も
し
な

い
子
ど
も
が
多
い
と
い
う
声
が
届
き
ま

す
が
、「
声
を
か
け
ら
れ
て
も
、
ひ
と
り

で
は
絶
対
に
対
応
し
な
い
よ
う
に
」
な

ど
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
は
、

申
し
訳
な
く
も
あ
り
、
何
と
も
さ
び
し

い
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。

　
改
め
て
「
身
の
回
り
の
安
全
」
を
点

検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
暗
が
り
や
狭
い

路
地
も
あ
る
中
で
、
緊
急
時
に
飛
び
込

ん
で
い
け
る
家
を
ど
れ
だ
け
も
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。

　「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
と
ま
で
は
い

か
な
く
て
も
、
付
き
合
い
が
そ
れ
だ
け

疎
遠
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、

せ
め
て
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
と
は
、

常
日
頃
か
ら
行
き
来
の
で
き
る
関
係
を

ぜ
ひ
築
い
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
、「
お
は
よ
う
・
こ
ん
に
ち
は
・

こ
ん
ば
ん
は
」
だ
け
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
こ
そ
、
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
る
『
あ

い
さ
つ
ロ
ー
ド
』
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

い
つ
の
日
か
、
ど
こ
か
ら
で
も
あ
い
さ

つ
の
声
が
響
く
エ
リ
ア
に
繋
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
時
々
須
恵
駅
前
で
は
、
朝

は
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」、
夕
べ
に
は

「
お
帰
り
な
さ
い
」
な
ど
の
響
き
の
よ
い

こ
と
ば
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
元
気

が
も
ら
え
る
し
、
疲
れ
も
飛
ん
で
い
く

気
に
な
り
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
は
遊
び
の
天
才
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
指
示

待
ち
の
子
ど
も
と
か
、
自
分
勝
手
な
子

ど
も
が
多
く
ル
ー
ル
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
の
宝
と
し
て
の
子
ど

も
の
成
長
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

幸
い
に
も
、
町
の
行
事
は
年
間
を
通
し

て
い
ろ
い
ろ
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

や
行
政
区
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
さ

せ
る
保
護
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
か
ら
出
発
し
て
、

住
民
同
士
の
協
力
関
係
が
築
か
れ
た
大

人
の
社
会
を
実
現
し
て
い
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

社
会
教
育
委
員
：
学
校
教
育
お
よ
び
社
会
教
育
の
関
係
者
な
ら
び
に
学

　
　
　
　
　
　
　
識
経
験
の
あ
る
人
か
ら
選
考
さ
れ
、
社
会
教
育
に
関

　
　
　
　
　
　
　
し
、
教
育
長
を
通
し
て
教
育
委
員
会
に
助
言
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
た
め
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
で
す
。

十一面観音菩薩像(建正寺)大日如来像(建正寺)

し
んし

ょ
う
ぶ

に
ょ
ら
い

し

ゃ

か

に

ょ

ら

い

だ
い
に
ち
に
ょ
ら
い

に
ょ
ら
い

ぼ

さ

つ

か
ん
の
ん
ぼ

さ
つ

み

ろ

く

ぼ

さ

つ

み
ょ
う
お
う

ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う

て

ん

ぶ

ご

う

り

き

し

べ
ん
ざ
い
て
ん

き
ち
じ
ょ
う
て
ん

し

て

ん

の

う

こ
ん

こ じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

や

く

し
に
ょ
ら
い

あ

み

だ
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～住みよい地域づくりを目指して～
向こう三軒両隣
社会教育委員会からの提言

　
若
杉
山
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
須
恵

町
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
今
年
で
20
年

に
な
り
ま
す
。

　
引
っ
越
し
て
間
も
な
く
婦
人
部
の
役
員

を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
頃

は
ま
だ
行
事
毎
に
炊
き
出
し
が
あ
り
、
日

曜
日
に
よ
く
地
区
の
公
民
館
に
出
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
幼
く
、
遊
び

に
飽
き
る
と
公
民
館
に
顔
を
出
す
の
で
す

が
、
そ
の
時
、
周
り
の
方
た
ち
か
ら
と
て

も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
で
、
ご

近
所
と
の
関
わ
り
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
私

に
は
意
外
で
し
た
。

　
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
私
も
子
ど
も
た

ち
も
少
し
ず
つ
こ
の
地
に
慣
れ
て
い
け
た

気
が
し
ま
す
。
そ
の
後
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
経
験
し
、
た
く

さ
ん
の
方
々
と
出
会
い
、
関
わ
り
、
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
「
つ

く
し
ん
ぼ
」
で
、
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
毎

日
た
く
さ
ん
の
母
子
が
遊
び
に
や
っ
て
き

ま
す
。

　
中
に
は
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
お
母
さ

ん
も
い
ま
す
が
、
他
の
お
母
さ
ん
方
や
ス

タ
ッ
フ
の
先
生
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
と
の
関
わ
り
の
中
で
少
し
ず
つ
自
信

を
つ
け
て
い
る
姿
も
よ
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
こ
こ
で
も
「
出
会
う
こ
と
」「
関
わ

る
こ
と
」「
つ
な
が
る
こ
と
」
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
の
時
代
、
人
や

地
域
と
関
わ
ら
な
い
で
も
生
き
て
は
い
け

ま
す
。
そ
れ
に
他
人
と
関
わ
っ
て
い
く
に

は
、
多
く
の
我
慢
や
様
々
な
調
整
力
が
要

求
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
関
わ
り
、
つ
な
が
る
こ
と
で

世
界
は
何
倍
に
も
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
昨
今
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
、
特
に
安
全
面
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
を
あ
げ
て
子
ど
も
た
ち
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
逆
に

そ
れ
が
地
域
の
連
携
、
関
わ
り
を
強
く
し

て
い
く
よ
い
機
会
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
大
い
に
「
関
わ
っ
て
」
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
が
気
が
か
り
で

す
。
親
は
子
ど
も
に
家
庭
の
一
員
と
し
て

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
ず
、
叱
る
こ
と
も
な

い
家
庭
が
増
え
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　
体
験
・
経
験
が
大
事
と
言
わ
れ
な
が
ら
、

遊
び
や
冒
険
、
あ
る
い
は
喧
嘩
な
ど
「
こ

ろ
ば
ぬ
先
の
杖
」
が
よ
く
見
受
け
ら
れ
、

友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
が
苦
手
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
一
家
団
欒
で
あ
る
は
ず
の
食
卓
も
、
家

族
バ
ラ
バ
ラ
で
会
話
も
少
な
い
。
ま
た
、

近
所
の
人
が
注
意
を
し
て
も
、
親
が
う
ち

の
子
は
、
〇
〇
ち
ゃ
ん
に
引
き
込
ま
れ
て

悪
さ
を
し
た
の
で
し
ょ
う
と
言
い
訳
し
、

そ
れ
を
聞
い
た
子
ど
も
は
、
悪
い
こ
と
を

し
た
と
い
う
自
覚
も
な
く
反
省
も
し
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
に
も
、
1
歳
と
3
歳
の
孫
が
い
ま

す
。
1
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
孫
は
、

何
に
で
も
興
味
を
示
し
、
物
に
触
れ
た
り
、

見
た
り
し
て
い
ろ
い
ろ
と
覚
え
て
い
き
ま

す
。
危
険
な
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

注
意
し
た
り
叱
っ
た
り
す
る
と
、
周
り
の

大
人
の
様
子
を
見
な
が
ら
成
長
し
て
い
く

も
の
で
す
。
ま
た
、
3
歳
の
孫
は
こ
と

ば
が
達
者
に
な
り
、
家
に
訪
ね
て
き
た
人

や
、
道
で
逢
っ
た
人
に
大
き
な
声
で
挨
拶

し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
子
ら
を
見
て
い
る

と
、
動
作
や
話
し
方
が
、
親
や
周
り
の
大

人
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
滑
稽
に
も
思
え

ま
す
。

　
昔
か
ら
、「
子
ど
も
は
親
の
思
う
と
お

り
に
は
な
ら
な
い
。
親
が
し
た
と
お
り
に

す
る
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
、

子
育
て
の
最
中
は
、
忙
し
い
忙
し
い
で
、

も
う
少
し
時
間
が
あ
れ
ば
い
い
の
に
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
今
、
考
え
る
と
幼
児
虐
待
、

公
園
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ

と
も
な
く
、
親
や
地
域
の
人
に
助
け
ら
れ
、

親
も
子
ど
も
と
一
緒
に
育
て
ら
れ
た
と
つ

く
づ
く
思
い
ま
す
。

　
今
日
、
子
育
て
す
る
環
境
は
大
変
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
危
機
的
な

状
況
に
対
し
て
、
家
庭
で
ど
う
対
処
し
た

ら
よ
い
か
具
体
的
な
こ
と
も
交
え
て
話
し

合
い
、
そ
れ
を
地
域
が
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
く
か
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
お
互
い
様
と
言
う
言
葉
を
い
つ
も

胸
に
、
子
育
て
に
関
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

何
か
お
手
伝
い
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
愛
媛
県
伊
予
市
か
ら
若
松
進
一

氏
を
迎
え
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
楽
し
い
こ
と
を

す
る
。
新
し
い
こ
と
を
す
る
（
自
分
の
心

を
新
し
く
す
る
）。
美
し
い
こ
と
を
す
る

（
定
住
の
条
件
）
こ
と
が
、
町
を
愛
す
る

心
で
あ
り
、
町
に
想
い
を
寄
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
他
に
先

駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
「
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
実
践
で
す
。
教
育
改
革

国
民
会
議
第
二
分
科
会
（
学
校
教
育
部
会
）

最
終
報
告
と
い
う
形
で
「
新
し
い
時
代
に

新
し
い
タ
イ
プ
の
公
立
学
校
の
可
能
性
を

検
討
す
る
」
と
い
う
提
案
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
育
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
る
学

校
づ
く
り
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
が
本
町
の
社
会
教
育
委
員
会

の
中
で
協
議
し
て
い
た
「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
の
内
容
と
ほ
ぼ
合
致
し
、
平
成

13
年
4
月
に
町
内
三
小
学
校
内
に
「
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
核
と
な
る
事
務
局

が
設
置
さ
れ
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
ス

タ
ー
ト
し
た
わ
け
で
す
。

　
小
学
校
を
地
域
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
地
区
の
公
民
館
と
し
て
活
用
し
よ
う

と
考
え
た
の
は
、
将
来
の
須
恵
町
を
担
う

で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
思
い
を
、

学
校
や
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
校
区
全
体

で
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
大
き
な
目

的
で
あ
り
ま
す
。

　
最
近
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
児
童
・

生
徒
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
犯
罪
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
学
校
・
家
庭
・

各
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
危
機
意
識
を

持
ち
、
互
い
に
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
を

犯
罪
か
ら
守
ろ
う
と
通
学
路
の
点
検
や
下

校
時
の
見
守
り
等
の
取
組
が
地
域
ぐ
る
み

で
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
早
い
動
き
が
、
住
み
よ

い
地
域
、
隣
近
所
の
方
の
姿
が
見
え
る
町

に
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
普
段
か
ら
地
域
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
を
持
ち
、
何
事
に
も
積
極
的
に

参
加
し
、
各
人
の
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た

す
よ
う
な
当
た
り
前
の
生
き
方
が
次
第
に

広
が
り
つ
つ
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す

　
多
く
の
人
が
、
ま
ず
は
今
自
分
の
力
に

応
じ
た
こ
と
か
ら
始
め
、
自
分
の
心
の
安

ら
ぎ
の
た
め
に
い
つ
出
番
が
来
て
も
い
い

よ
う
な
心
の
準
備
を
し
、
実
行
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た
の
力
は

小
さ
く
と
も
大
き
な
輝
き
に
な
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
み
ん
な
の
心
に
宿
っ
た
種
や

苗
が
ど
ん
な
花
壇
を
造
り
、
花
を
咲
か
せ

る
か
が
普
段
着
の
ま
ち
づ
く
り
だ
と
思
い

ま
す
。

　
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
ま
ち
づ
く
り
を
。
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予備自衛官補
●募集種目　①予備自衛官補一

　般（１８歳以上３４歳未満の

　男子）　②予備自衛官補技術（１

　８歳以上で保有する技能に応

　じて５３歳～５５歳未満）

●採用対象　自衛官未経験者ま

　たは自衛官であった期間が１

　年未満の人

●教育訓練日数　①３年以内に

　５０日　②２年以内に１０日

●手当　教育訓練招集手当（日

　額７，９００円）　教育訓練招

　集旅費（自宅から教育訓練実

　施駐屯地までの交通費を支給

　します。）

●衣食住　食事（教育招集期間

　は無料支給されます。）・宿泊

　（教育招集期間は駐屯地内の定

　められた宿舎に起居（無料）　

　することとなります。）・被服

　（教育訓練で使用する作業服は

　無償貸与されます。）

●受付期間　・第１回　１月１

　０日（火）～４月７日（金）・

　第２回　７月１８日（火）～

　１０月１３日（金）

●試験日　・第１回　５月２４

　日（水）　・第２回　１１月２

　４日（金）　（注　第１回で採

　用予定数に達した場合は、第

　２回は実施しない場合があり

　ます）

●試験会場　①福岡駐屯地（春

　日市大和町５－１２）　②熊本

　県熊本市

●身分　非常勤の特別職国家公

　務員

●問合せ先

　福岡募集事務所（担当：米田）

　☎６０７－４８２６

県政モニター
　県政のアンテナ役として、県

の施策や制度などについてのご

意見をお聴きする、平成１８年

度県政モニターを募集します。

●応募資格　県内に居住する18

　歳以上の人（国・地方公共団

　体の議員、常勤の公務員、平

　成１６・１７年度県政モニター

　経験者を除く）

●任期　平成１８年５月下旬～

　平成１９年３月３１日

●仕事　アンケート回答、テー

　マ通信、随時提案

※一般コース（郵送による回答）、

　またはインターネットコース

　（電子メールによる回答）のど

　ちらかをお選びください。

●募集人員　２５０人

●謝礼　活動状況に応じて謝礼

　（図書カード）進呈

●応募方法　県庁、県総合庁舎

　などに備え付けの応募はがき、

　またはその他のはがき、封書

　（〒８１２－８５７７　福岡県

　県民情報広報課広聴係あて）、

　ファクス（６４３－３１０７）、

　電子メール（monitor.@pref.

　 f u kuo ka . l g . j p）により、

　①住所、氏名、電話番号、生

　年月日、年齢、性別、職業、　

　メールアドレス（インターネッ

　トコース選択の人）②コース

　名③平成１６・１７年度の福

　岡県県政モニター経験の有無

　④志望動機（１５０字程度）

　を記入のうえ、お申し込みく

　ださい。

●応募締切り　３月２４日（金）

●申込み・問合せ先　

　福岡県県民情報広報課広聴係

　☎６４３－３１０３

都市高速
利用者モニター

　平成１８年度都市高速利用者

モニターを次のとおり募集します。

●対象者　運転免許をお持ちの

　人で福岡都市高速または北九

　州都市高速を利用され、平日

　の会議（年３回程度）に出席

　できる人。

●募集人員　福岡都市高速およ

　び北九州都市高速の利用者に

　ついて、それぞれ１０人以内。

●任期　平成１８年４月から平

　成１９年３月までの１年間

●業務内容　モニター会議への

　出席（平日）、アンケートへの

　回答など。なお、モニターの

　人には謝礼（年額１２，００

　０円）をお支払いします。

●応募方法　住所、氏名、年齢、

　職業、電話番号、利用されて

　いる都市高速、ETC利用の有

　無（個人利用または社用のど

　ちらかも記入）を明記のうえ、

　「都市高速を利用した感想」を

　４００字以内にまとめたもの

　を添えて郵送してください。

　なお、採用、不採用にかかわ

　らず、お送りいただいた作文

　は返却しませんのでご了承く

　ださい。

●応募締切り　２月２０日（月）

　（採用された人には、３月末ま

　でに通知します。なお、不採

　用の人には通知しませんので

　ご了承ください。）

●応募・問合せ先　

　福岡北九州高速道路公社営業

　部営業企画課（〒８１２－０

　０５５　東区東浜２－７－５３）

　☎６３１－３２８４

県営住宅入居者
　平成１８年度第１回県営住宅

入居者を、次のとおり募集します。

●募集住宅　県内に所在する県

　営住宅（募集対象団地や募集

　戸数などの詳細については、

　募集案内書をご覧ください。）

●募集案内書配布期間および申

　込み受付け期間　３月１日（水）

　～３月９日（木）

●募集案内書配布場所　県住宅

　供給公社、福岡県住宅管理課、

　県内の各市（区）役所および

　町村役場など

●問合せ先　

　福岡住宅供給公社県営住宅管

　理部

　☎７１３－１６８３

アルコール研修会
　粕屋保健福祉環境事務所では、

アルコール研修会を開催します。

あなたは飲酒問題で悩んでいま

せんか。あるがままの自分に出

会い、自分を語り、知ることが

回復の糸口です。

●日時　２月２２日（水）１４：

　００～１６：００（１３：３

　０～受付）

●場所　粕屋町立生涯学習セン

　ター「サンレイクかすや」（粕

　屋町大字仲原９８４－４）

●講演内容　・講演「アルコー

　ルの治療と回復について」・体

　験談「当事者・家族からの回

　復へのメッセージ」

●講師　雁の巣病院　院長代行

　熊谷雅之先生

●対象者　どなたでも参加でき

　ます(参加費無料)。

●申込み締切り　２月１７日（金）

●申込み・問合せ先

　粕屋保健福祉環境事務所保健

　福祉課

　☎９３９－１１８５

試　験

募　集

お知らせ

すこやか講演会

　すこやかコミュニティ・須恵第一小学校ＰＴＡ共催による講演会

を開催します。第一小学校区の皆様は勿論のこと、校区外の皆様も

是非ご参加ください。

●日時　　　２月２４日（金）

　　　　　　開場１９：００～　開演１９：３０～

●会場　　　須恵町ボランティアセンター研修室

●講師　　　佐藤　弘　氏（西日本新聞　経済部）

●演題　　　「食卓の向こう側」に見えるもの

●問合せ先　すこやかコミュニティ事務局

　　　　　　☎９３２－１１０９

杖の会　登録会員(働く人)を募集します
　須恵町人材センター「杖の会」では、本年4月からの事業拡大に

ともない、健康で明るく、働く意欲のある人を募集しています。

　あなたも、生きがいづくりのために仲間に入って働いてみません

か。時間での賃金を支払います。

●募集要綱

　・町内に居住している人　・性別は問いませんが７５才までの人

　・活動範囲は町内全域　・作業内容は、草とり、草刈り、野外の

　　清掃など

　不明な点は、お気軽に問合せください。

●問合せ先

　須恵町人材センター「杖の会」事務局(福祉センター内)

　☎９３３-２１６０（社会福祉協議会取次）
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う
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き
ゅ
う

2月 3月

ベーコンエピ(1個 )　180円

１７日(金 )

陶芸
講師　光安　逸子　先生

歯つらつ健康スマイル ⑦
講師　伊豆丸　美恵　先生

１日(水 )

２２日(水 )

ほのぼの体操
講師　高濱　弥生　先生

陶芸
講師　光安　逸子　先生

３日(金 )

２４日(金 )

ハンドベルと懐かしい唱歌
講師　近藤　美奈湖　先生

ケアビクス
講師　林崎　万里子　先生

●開催日時　　毎週・水・金曜日の朝（10：00～12：00）

●場所　　　　ボランティアセンター１階　

●定員　　　　３０人（６５歳以上）※予約が必要です。

●自己負担金　１回３００円

●申込み・問合せ先

　　　　　　　　　　須恵町社会福祉協議会　☎ 933-2160

８日(水 )

転ばぬ先の知恵(転倒骨折予防)
日本予防医学協会

１０日(金 )

フラワーアレンジメント
講師　矢野　由紀　先生

１５日(水 )

　麦の穂をイメージしたフランスパンです。カ
リカリとした食感にベーコンがよく合っています。
　お食事やおやつに楽しめる一品です。

消
防
職
員
の
主
張
！

第
27
回
消
防
職
員

　
意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

消
防
職
員
の
主
張
！

第
27
回
消
防
職
員

　
意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

65歳以上　男女とも募集しています

今月の
一押し商品

　
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週

間
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
が
多
く
、
小
さ
な
火
で
も
大
き

く
燃
え
広
が
る
な
ど
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
条
件
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
に
よ
る
死
傷
者
や
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
た
め
に
、
３
つ
の
習
慣
・

４
つ
の
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　
る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

▼
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

　
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　
体
制
を
つ
く
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
十
分
注
意
を
し
て
、

火
災
の
な
い
街
づ
く
り
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

※
　
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
町
内

　
全
域
に
わ
た
り
消
防
署
・
消
防
団

　
で
は
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
巡
回

　
広
報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
午
前

　
７
時
と
午
後
９
時
に
サ
イ
レ
ン
を

　
１
回
鳴
ら
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

　
す
。

　
日
夜
住
民
を
災
害
か
ら
守
っ
て
い

る
消
防
職
員
、
消
防
団
員
が
災
害
現

場
で
体
験
し
た
こ
と
、
消
防
と
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
、
消
防
の
将
来
像

な
ど
、「
消
防
防
災
に
関
す
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
を
発
表
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
命
が
け
で
活
動
し

て
い
る
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
が
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
を
、
ぜ
ひ
お
聞
き

く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。
た

く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時
　
３
月
12
日
（
日
）

　
９
時
30
分
〜

▼
会
場
　
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
須
恵

▼
発
表
者
　
消
防
職
員
６
人
・
消
防

　
団
員
２
人

▼
問
合
せ
先
　
消
防
本
部
総
務
課
　

　
☎
９
３
５
・
６
３
８
８

住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

‐
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
‐

　福祉センターを中心に、町内を走って

いる福祉バスのバス停が増えました。

　新たに設置されたバス停は、佐谷～上

須恵線の田床入口バス停です。このバス

停の時刻表は、次のとおりです。

●問合せ先　役場福祉課　

　☎９３２－１１５１

　９：４０　１０：４５　１１：５０
１３：４５　１４：５０　１５：５５　

　
須
恵
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

社
会
実
験
は
、
地
元
お
よ
び
利

用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い

て
、
最
も
要
望
が
多
か
っ
た
上

り
線
入
口
（
北
九
州
方
面
行
き

入
口
）
の
設
置
工
事
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
２
月
15
日
（
水
）

正
午
、
上
り
線
入
口
・
出
口
両

ゲ
ー
ト
開
通
予
定
で
す
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
利
用
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　営業時間は、下記のとおりです。

みなさまのご来店をお待ちしております。　

　平日　９：００～１８：００

　祝日　９：００～１７：００

　なお、毎週日曜日を定休日とさせていただ

くことになりましたのでお知らせします。

　ベーカリー・カフェれいんぼー開店３周年

を記念して、平成18年４月初めに誕生祭を

行いますので、楽しみにお待ちください。

●　問合せ先

　　福祉工房

　　　　　　（ボランティアセンター内）

　　☎ ９３２-１１５５　ＦＡＸ ９３２ -６３０１

　近日中に新商品を数種類発売する予定です。

バレンタインデーのお返しにクッキーはいかが

でしょうか。ぜひ一度ご賞味ください。
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町の人口
平成１８年１月１日現在

（　）＝前月比

●男　性

●女　性

●合　計

●世帯数

12,675

13,097

25,772

9,057

(＋ 4)

(－25)

(－21)

(＋ 9)

人

人

人

戸

国
民
健
康
保
険
税
・
・
９
期
分

固
定
資
産
税
・
・
・
・
４
期
分

２
月
の
納
税

　平成17年10月1日現在で実施した、平成17年国

勢調査による本町の人口および世帯の速報値が公

表されましたのでお知らせします。

　今回の速報値は、要計表（男女別人口および世

帯数を取りまとめた一覧表）を基に集計したもの

です。なお、確定値は、総務省統計局により順次

公表されます。

企画課   ☎ 932-1151(内線344番)

平成17年国勢調査（速報）

●人口・世帯数 （人・世帯)

●給水申込加入金　　　　　　　（単位：円）

※一時用（工事用）は、３か月毎の更新になります。

人口

総数

25,600 12,377 13,223 8,532 3.00

男 女
世帯数 1世帯あたり

人員

口　径

13mm

20mm

25mm

40mm

50mm

50mm超

136,500

325,500

504,000

1,291,500

2,016,000

協　議

10,500

24,880

38,850

99,430

155,290

協　議

加入金 一時用

●人口・世帯数 （人・%)

平成7年 平成12年 平成17年

24,125 25,60025,086 961 3.98 2.055148.63

増加率 増加数 増加率 増加数 増加率

　平成１７年度スポーツ指導者認定研修会を、次

の日程で開催します。

●開催場所　　アザレアホール須恵３階大会議室

●参加対象者　町内のスポーツサークル指導者、　

　　　　　　　学校運動部活動外部指導者、講義　

　　　　　　　内容に興味がある人

●参加料　　　無料

※今回の研修会は、我が国の国際競技力向上の取

組みや、指導者のみならず、自己の更なるレベルアッ

プにつながる内容となっています。

社会教育課   ☎ 934-0030(内線603番)

スポーツ指導者研修会のお知らせ

　須恵町では、高等学校に進学された人の経済的

援助を行うことを目的に、次のとおり奨学金貸付

の受け付けを行います。

●奨学生の資格

①須恵町立中学校を卒業し、公立および私立高校

　に進学する人

②須恵町内に１年以上居住している人の子ども

③他の制度による奨学金の貸付を受けていない人

●奨学金の額・貸付期間など

・入学支度金　８万円

・奨学金　月額１５，０００円（無利息）

　返済は、高校卒業後１年間を経過した翌月の４

　月から６年以内

●受付期間　福岡県教育文化奨学財団の貸付決定後、

　１か月以内（詳しくは、学校教育課までお問合

　せください。）

●貸付人員　若干名

学校教育課   ☎ 932-1151(内線245番)

須恵町奨学金貸付制度のご案内

　給水申込加入金が次のとおり改定され、水源開

発協力費と維持管理費が廃止されました。

●水源開発協力費　廃止

●維持管理費　廃止

●土地開発事業の上水道給水規則

　　開発行為で共同住宅が６０戸、店舗や工場な

　どの一日最大給水量が６０立方メートルまでが

　上限となります。

管理課   ☎ 932-1151(内線233番)

水に関する条例と規則のお知らせ

　「たんぽぽコーヒー」は、たんぽぽの根・黒大豆・

小豆・サンザシ・乳糖などから出来ている、ノン

カフェインの飲み物です。

　「たんぽぽ」は、ミネラルを豊富に含んでいます。

特に、鉄分やカリウムなどが多く含まれています。

　便秘を予防したり、授乳中には母乳の出が良く

なるとも言われています。

　「玄米コーヒー」は、玄米１００％です。玄米

の良さは、以前にも紹介しましたが、玄米は４０

種以上の栄養成分が含まれていると言われています。

「たんぽぽコーヒー」と「玄米コーヒー」は、お

湯で溶くだけで、インスタントコーヒーのように

簡単に飲ます。

　須恵町では、子どもたちの健診や料理教室、妊

婦教室での飲み物にも使っています。

　ぜひ、お試しください。

保健環境課 ☎ 932-1151(内線154番)

自然食普及センターで販売しています
「たんぽぽコーヒー・玄米コーヒー」

須恵町選挙管理委員会 ☎ 932-1151(内線317番)

須恵町長選挙および町議会議員
　　　　補欠選挙が行われます
　須恵町長選挙および町議会議員補欠選挙が、４

月23日（日）に行われます。

　一人でも多くの人が、一票を投じることによって、

もっともっとみなさんの声を聞くことができます。

「あなたの一票」それが大切なものなのです。

●投票日　４月23日（日）

●告示日　４月18日（火）

●投票できる人　昭和61年4月24日までに生まれ 

　た日本国民で、平成18年1月17日までに転入届

　を行い、引き続き住民基本台帳に記載され、選

　挙当日まで須恵町に住所を有する人。

※投・開票所、入場券などについての詳しい内容は、

　次号以降でお知らせいたします。

日程

2月21日(火)

19：30～21：００

3月 3日(金)

19：30～21：００

3月 8日(水)

19：30～21：００

3月16日(木)

19：30～21：００

3月24日(金)

19：30～21：００

「現場で活かせるスポーツ科学」

～理解させるための方法～

福岡県立スポーツ科学情報センター

スポーツ主事　高木　浩信　氏

有限会社　FSCC

フクオカ　

ストレングス＆コンディ

ショニングセンター

片井　忠　氏

「スポーツ栄養学について」

～身体づくりと試合前後の食事学～

「世界と我が国における

　　　　トップスポーツ事情」

国立スポーツ科学センター

先任研究員　和久　貴洋　氏

「スポーツマッサージ」

～スポーツ傷害予防のために～

「ラダー・ハードル等を使った

　　競技力向上のトレーニング」

内容 講師

21 20
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次
回
申
し
込
み
要
領

●対象者　　　平成１７年4 月生まれの赤ちゃん
●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏名、生年
　　　　　　　月日を裏書）、保護者のメッセージ（７０字以
　　　　　　　内、居住区、保護者の氏名、第何子を明記）
　　　　　　　※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵
　　　　　　　町ホームページの中の「広報すえ」で公開さ
　　　　　　　れますので、その旨了解の上申し込みください。
　　　　　　　なお、写真は返却しません。
●締切日　　　２月２８日（先着１０人まで）
●問合せ先　　役場企画課 　☎９３２－１１５１

満1歳

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
が
出
来
上
が
り
ま
し
た

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
と
し
ょ

か
ん
ま
つ
り
で
、
み
な
さ
ん
に
縫

っ
て
い
た
だ
い
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

が
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
の
入
口
を
入
っ
て
す
ぐ

の
と
こ
ろ
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

開
館
10
周
年
記
念
に
ぴ
っ
た
り
で
、

み
な
さ
ん
の
思
い
が
た
く
さ
ん
つ

ま
っ
た
作
品
で
す
。

　
布
の
絵
本
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
わ

ん
・
ぴ
い
す
」
の
み
な
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ヤングアダルト

性はだれでしょう？「長くつ
下のピッピ」「やかまし村の
子どもたち」など、世界中の
人々から愛される作品を作り
出したユンドグレーン本人です。
彼女の作品は一体どのように
して生まれたのでしょうか？
　晩年のユンドグレーン（８
４歳）を訪ね、その創作の秘
密に迫ったインタビュー集。

中世のイギリス、ひとりで　
旅に出た少年。母の十字架に旅
隠された秘密とは？自由とは隠
何なのか？少年は自分の手で何
自由をつかむことができるの自
か？か

一般書

図書館カレンダー
2月

赤ちゃん絵本

　まじめな農場主のフレッド
おじさんはめったに笑いません。
おじさんを習って、農場の動
物たちもみんなまじめ。そん
なある日、まじめでいること
ががまんできなくなった動物
たちは、おじさんを笑わせて
みようと考えますが・・・。

げんきなにわとりさんが、　
みんなを起こしてまわります。み
わらべうた」をもとにした「わ
シンプルなストーリーを絵でシ
たのしく展開。わらべうたをた
知らない大人の方も、わらべ知
うたが大好きな赤ちゃんも一
緒に楽しめるわらべうたの絵本。
赤ちゃんと一緒にどうぞ。

児童書

図書館だよりBook
1月の推薦図書町立図書館の

☎ 932-6364

「遊んで、遊んで、遊びました」
シャスティーン・ユンドグレーン著

ラトルズ

「クリスピン」「クリスピン」
アヴィ著
求龍堂

「まじめなフレッドおじさん」
ティム・イーガン著
ソニー・マガジンズ

「ととけっこうよがあけた」
こばやしえみこ案　
ましませつこ絵　こぐま社

☆あかちゃんおはなし会
　2月16日 /3月16日（木）10：30～
☆おはなし会
　2月18日 /3月11・18日（土）14：00～
☆工作教室
　2月25日 /3月25日（土）14：00～

○印は休館日です。
毎月最終木曜日は蔵書点検のため休館いたします。

月日 水火 金 土木

○13

○20

○27

14

21

28

15

22

☆16

○23

17

24

☆18

☆25

12

19

26

3月 月日 水火 金 土木

○  6

○13

○20

○27

7

14

21

28

1

　8

15

22

29

2

9

☆16

23

○30

3

10

17

24

31

4

☆11

☆18

☆25

5

12

19

26

図書館入口に展示してあるタペストリー

縫った方の名簿(タペストリーの下)

の　あ

田中　望愛ちゃん
（Ｈ１７．２．２５生まれ）

メッセージ
「１歳のお誕生日おめでとう♡　

パパとママは望愛の笑顔でいつも

幸せ一杯です。明るく元気で思い

やりのある女の子になってね！」

甲植木区（誠･祐里　第１子）

ゆ　い

佐伯　優衣ちゃん
（Ｈ１７．２．１０生まれ）

メッセージ
「とってものんびり屋のゆいタン

♡　お餅のようなプクプクほっぺ

とクルクルカールのくせっ毛がチ

ャームポイント！！　名前のとおり、

優しい女の子になってネ♡」

旅石区（敏彦･利江　第２子）

け い た

白橋　佳汰ちゃん
（Ｈ１７．２．１９生まれ）

メッセージ
「佳汰、お誕生日おめでとう☆　

お兄ちゃんにはいつも泣かされて

ばかりだけど、本当は佳汰が可愛

くてしかたがないんだよ！！　こ

れからも兄弟仲良くね♡」

旅石区（純･勝江　第２子）

ゆ う か

鈴木　優花ちゃん
（Ｈ１７．２．１９生まれ）

メッセージ
「笑顔が素敵な優花ちゃん、お誕

生日おめでとう♪　その笑顔に毎

日癒されています。明るくて思い

やりのある女の子に成長して下さい」

佐谷区（学･亜紀子　第１子）

たいよう

佐藤　太陽ちゃん
（Ｈ１７．２．４生まれ）

メッセージ
「太陽、１歳のお誕生日おめでとう！

　太陽のほんわか笑顔で家族みん

なハッピーな気持ちになれるよ。

これからも元気いっぱい、思いや

りのある子に育ってね」

南米里区（浩成･裕美　第１子）

ゆ う と

橋本　勇人ちゃん
（Ｈ１７．２．２生まれ）

メッセージ
「おめでとう！！　お兄ちゃんに

負けないように元気に大きくなっ

てね♥♥　ゆうちゃん大好きよ♥♥」

山の神区（康宏･美鈴　第２子）

23 22



町
の
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー

　
以
上
の
方
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
、
子
ど
も
の
現
実
「
学
習
環

境
実
態
調
査
」
で
紹
介
し
て
い
る
中
に
、

家
で
の
手
伝
い
の
設
問
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
出
て
く
る
風
呂
掃
除
。
私
も
小

学
生
の
こ
ろ
に
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
あ
の

こ
ろ
は
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
必
ず
足

の
薬
指
と
小
指
に
し
も
や
け
が
出
来
て
、

か
ゆ
が
り
な
が
ら
風
呂
掃
除
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
約
30
年
が
経
ち
ま
し
た
。

で
、
気
が
つ
い
て
み
れ
ば
私
は
今
も
風

呂
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
し
も
や
け
は
出
来
ま
せ
ん
。
こ
れ

も
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。

(

喜)

　
故
　
村
上
　
勇
夫
様

ご
遺
族
　
村
上
　
秀
喜
様

新

原

区編
集
後
記

貸し出します！

●音訳テープ

○社協だより　「わかみず」

○広報　「すえ」

○議会広報　「議会だより」

●点訳本

○社協だより　「わかみず」

●問合せ先　社会福祉協議会

　☎９３３－２１６０

水　　道　　当　　番
　各家庭の水道で修理を要する故障や、水道管の破裂、漏水などが発生した場合は、
まず元栓を締めて、下記日程の指定業者まで至急ご連絡ください。
　水道メーターから宅内側の修理は自己負担です。

２月

日 日当　番　業　者 当　番　業　者電　話 電　話

３月

月　日
外　科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

内科・小児科・歯科
休　日　当　番　医
※診療時間は９時から１７時までです。

※一部変更になることがありますので、

必ず下記で確認して下さい。

●休日当番医の問合せ先
福岡県医療機関情報センター

☎ 471-0099
粕屋南部消防本部

☎ 935-5111

粕屋中・南部
休日診療所

場所　粕屋郡久山町

大字久原 3168-1

652-3119

生活福祉総合相談日 ●場所 福祉センター相談室　●時間 13:00～16:00(弁護士相談のみ13:00～15:00)
●問合せ先 社会福祉協議会　☎ 933-2160

区分
2月
3月

健康・子育て・児童相談
21日 (火 )

7日（火）

行政・人権・心配ごと相談
―

2日 (木 )

障害者相談
28日 (火 )

14日 (火 )

高齢者相談
15日 (水 )、22日 (水 )

1日 (水 )、８日 (水 )、１５ (水 )

弁護士相談（要予約）
16日 (木 )、23日 (木 )

9日 (木 )

１５～１６日

１７～１８日

１９～２０日

２１～２２日

２３～２４日

２５～２６日

２７～２８日

　１～　２日

　３～　４日

　５～　６日

　７～　８日

　９～１０日

１１～１２日

１３～１４日

１５～１６日

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(株)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(大島原)

(有)今泉産業(甲植木)

中牟田製作所(上須恵)

藤木良弘設備(株)(南米里)

今泉住宅設備(甲植木)

(株)光商会(上須恵)

五水設備(上須恵)

(有)森広設備工業(須恵)

豊田設備(大島原)

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

９３５－１３７５

９３２－１４５５

９３２－１２５４

９３５－６７２７

９３２－４８８６

９３３－５３１１

９３３－６８９０

９３３－４０３７

２月
日

１歳６か月児健診

夜間役場

９か月児健診

高齢者医療説明会

13:30～14:30

受　付
平成16年7月生まれ

平成17年10月生まれ

平成17年5月生まれ

保健センター

役場窓口 17:15～20:00

平成15年2月生まれ

要予約

要予約

要予約

新規該当者のみ

13:30～14:30

受　付

10:00～

10:00～12:30

平成16年8月生まれ

平成17年9月9日

以降に生まれた人

13:45～14:15

受　付

13:30～14:30

受　付

17:15～20:00

保健センター

保健センター

15 水

22 水

ぴよぴよサロン
9:40受付～

10:00～11:00
ボランティアセンター16 木

４か月児健診
13:30～14:30

受　付
保健センター21 火

19 日

妊婦教室(前期編)

１歳６か月児健診

夜間役場

ＢＣＧ接種

保健センター

保健センター

役場窓口

保健センター

2 木

13:30～16:00リハビリ教室 ボランティアセンター6 月

8 水

13:30～14:30

受　付
３歳児健診 保健センター7 火

13:30～15:30妊婦教室(出産編) 保健センター14 火

10:30～12:30

8:00受付～

妊婦教室(育児編)

第２１回綱引き大会

保健センター

須恵中体育館

15 水

曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

３月

日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考２月１９日

２６日

３月　５日

１２日

森高脳神経外科（志免）

合屋クリニック（志免）

中川整形外科（宇美）

松尾医院（粕屋）

937-2214

936-5839

933-6588

938-7330
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